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COOL 美図
COOL ＝かっこいい　美＝ beautiful

次のページへどうぞ

いつも熊本日日新聞をご愛読いただきありがとうございます。

　今回の表面は、郡市中体連へむけて毎日の練習に励んでい
る部活動選手を取材しました。今回は各中学校一部活動だけ
の取材となりました。取材で
きなかった他の部活動選手の
皆さんの活躍も期待していま
す。中学生の皆さん、頑張っ
てください !!

あさぎり中学校　野球部

チームの要
　梅田くん・田山くん
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主将　藤川 翔君

  第３４回全日本少年軟式野球熊本県大会でベスト８に入り、中体連大会
に弾みがつきました。バッテリーを中心に守り勝ち、二遊間の守備も鉄壁。
少ないチャンスをものにするのがチームの特徴です。このメンバーで試合
ができるのも今回が最後。一生の思い出になるような熱い夏にします。

多良木中学校　サッカー部

キャプテン・尾方圭志君

　普段の練習からみんなで、悪いところの改善をするための、
声掛けなどをしっかりやって、中体連では、一人ひとりが自
分の持てる力を全てだし、勝っても負けても悔いのない試合
をしたいです。

★趣味・特技　ソフトテニス
★マイブームは？　
　「水曜どうでしょう」に、またハマってます。
★今、頑張っていることは？
　緑のカーテン作り

キャプテン中村香南さん

　部員数が 10 人ぎりぎりの中、日々練習を頑張っています。県選手権
大会では準優勝の成績を残すことができました。これもたくさんの人の
支えがあったからこそです。3 年生にとっては最後の中体連、悔いが残
らないように最後まで諦めない強い気持ちを持って戦います。チームの
目標である「中体連優勝」を目指して頑張ります !!

湯前中学校　柔道部

　今年は部員数が 6 名と少ないながら、とても精力的に練習に取組む柔道
部。きつい時でも周りを盛り上げることを意識してきたと話す、キャプテン・
吉田梨音さんに、中体連に対する想いを聞いた。
　「いままで指導してくださったコーチや先生方への感謝の気持ちを持っ
て、練習してきたことを全て出し切れるように頑張りたい。目標としては
男女共に郡市で優勝して、県中体連に臨みたいです」

水上中学校　女子ソフトボール部

★好きな歌手は？　吉井 和哉
★休日は何をしてますか？　ドライブ
★今までで一番思い出に残っていることは？
　大学生活で、友達とたくさん遊んだこと
★これからの目標・夢は？
　結婚するので、楽しい家庭を築きたいです♡
★最後に一言どうぞ
　８月１３日（土）水上村で桜友会 夏まつりをします。
　ぜひ遊びに来て下さい。

翌日２６日に結婚披露宴を迎えられます。
ご結婚おめでとうございます！末永くお幸せに♡

Vol.14

中村  和架さん（30 歳）
　　　　　　　　　水上村



多良木警察署だより
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　室町時代中期ごろに滅ん
だとされる久米氏の寺で
あったと言われていて、宝
台寺とも鳳台寺ともいわれ
てます。ご本尊の十一面観
音立像は室町期の作とされ
て い て、 身 高 1m79cm も
あり、栖山観音に次ぐ大き
さを誇っています。

球磨ん文化財巡り NO.15
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新 聞 記 事 を 楽 し む！ NO.15

　２９日、近くの本屋で【緊急出版 平成２８
年熊本地震】を購入した。その中に、“ 県立大
に避難し、新聞紙で暖をとる人たち＝１６日
午前４時１４分、熊本市東区の写真 ” を見た
瞬間、３月に購入した、ポプラ社出版の【１６
歳の語り部】の一人、宮城県石巻高校１年生、
津田穂乃果さんが語った言葉が思い浮かんだ。

「母は、どんなに忙しくても必ずお弁当をつ
くってくれます。そのお弁当には、好きな物
が１個と嫌いなもの１個、必ず入っているの
です。そういうところにも、なんだか愛を感
じます。父は、震災後、『ちゃんと目に焼きつ
けておきなさい』と言って流された家の前に
連れていってくれたことや、体験を語る活動
や今回の本のことも『お前がやりたいことな
らやればいい』と言って、私を信頼して任せ
てくれました。母も、父も、言葉よりも行動
で愛情を示してくれる人でした。たぶん、あ
のとき私たちに必要だったのは、言葉ではあ
りませんでした。ちゃんと、私たちのごちゃ

ごちゃしたよくわからない気持ち、丸ごと見
守ってくれるような、そんな大人の行動だっ
たんだと思います。また、物資の配給のときも、
見られたものではありません。大人が子ども
をなぎ倒し、まさに争奪戦のような状態になっ
たこともありました。」との思いだった。
　また、昨年末にジャパン未来リーダーサミッ
トに参加した近隣の高校生に「被災した経験
から、無理に関わろうとしなくても『ちゃん
と気にかけてくれもらえている』、『見てもらっ
ている』というのは、子どもながらにはわか
ります。全部を聞き出そうとせず、子どもを
信じて欲しいと思う。」との話しを聞いた。被
災経験の語りから、大人の役割として子ども
を見守ることや、信じることの大切さが伝わっ
てきた。「もっと見る、聞く力を向上させて欲
しい」という、子どもからのメッセージとも
読み取れる。

熊本地震に関連する卑劣な犯罪に注意 !!

次回の発行日は７月９日 ( 土 ) 予定です。お楽しみに !!

　今後、県内では、熊本地震に関連し、被災者の心理に
つけ込んだ詐欺や悪質商法の発生が予想されます。

（原稿提供：多良木高等学校 川北禎一先生）
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　球磨支援学校小学部では、各クラスで学級園づくりを行いました。
畑を耕し、土を運び、畝を作りました。また、各クラスで育てたい野
菜を決めて、ホームセンターへ買い物に行き、トマト、きゅうり、なす、
いんげん等の野菜の苗を植えることができました。現在は、毎日水や
りを行い、収穫の日を楽しみにしています。収穫した野菜は、学校で
食べたり、家庭に持ち帰ったりする予定です。美味しい野菜をたくさ
ん収穫できるよう、みんなで大切に育てていきたいと思います。学校
にお越しの際は、是非、学級園の様子もご覧になって下さい。
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（原稿・写真提供：球磨支援学校）

収穫が楽しみ！学級園づくり

〜日曜日の朝刊、読書面を読んで購入した本から〜

相手（業者）の身分をしっかり確認しましょう。
安易にお金を振り込んだり、契約したりしないよう
にしましょう。
怪しいと感じたら、家族や警察に相談しましょう。

義援金の給付等の名目でATMに
誘い出し、電話で操作を指示して
現金を騙し取る !!

還付金等詐
欺 !!

公的機関を名乗って訪問し義援金
を集める !! 詐欺 !!

殊更に不安を煽り、不要な工事を
させる !!
法外な工事代金を要求する !! 悪質商法 !!

（
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供
：
多
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署
）

　あさぎり町岡原の片瀬正明さんと城本武さん
が、両保育園にヒノキの丸太で作った看板を寄贈
されました。
　片瀬さんは、同町の上総合グランドにあった、
樹齢 100 年以上たった伐採されたヒノキを、何
か役立てられないかと思案されていました。専立
寺の総代をされていたり、孫さんが保育園に勤め
ていたりとお世話になっているので、お寺や両保
育園を多くの方に知って頂こうと城本さんの協
力を頂いて、製造設置されました。同地区では「よ
か看板のでけた」と話題になっているそうです。
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専立寺保育園ともぞか保育園に
　　　　　　　　　看板を設置


